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私たちのヒトラー 
 

1945年4月20日は、総統が生きている間に見た最後の誕生日であった。す

でに帝国は廃墟と化し、敵軍の鉄輪が日に日に迫ってきていた。帝国総統

府の地下壕の中で、総統の生活はますます幽霊のようになり、体調は急速

に悪化し、裏切りと絶望が彼を取り巻き、ほとんどすべての希望が消え、

かつて揺るぎないと思われた国家と党の組織が崩壊の兆しを見せていた。

しかし、それでも、地下壕にいた孤独な男の不屈の意志は、まだ占領され

ていない帝国の領土に生命と希望の残骸を維持し、兵士たちは彼の名を口

にして死に、彼の名を冠した若者たちは戦場に赴き、強大な闘いは続い

た。そして、この男の中で鼓動していたドイツの心臓が止まり、帝国が崩

壊するまで、それは続いたのである。 
 

しかし、この最後の総統の誕生日の前夜、政権奪取以来毎年のように、帝

国大衆啓蒙宣伝大臣ヨーゼフ・ゲッペルス博士は、ラジオでドイツ国民に

アドルフ・ヒトラーについて語りかけたのです。西側の資本主義富裕国の

爆弾が帝国の首都に降り注ぐ中、共産主義ソビエト連邦の兵士が迫り来る
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東部戦線に突撃する中、彼は総統の天才とユニークな個性について語った

のである。そして、ラジオに耳を傾け、希望の兆しを待っていた何百万人

もの人々は、まもなく滅びゆく帝国の最後の首相となる忠誠心の強い人物

が、アドルフ・ヒトラーへの揺るぎない信頼を語っていることを体験した

のです。このゲッペルス博士もまた、出口を知らなかったが、神話の力、

民衆の感情生活に及ぼすその効果を知っていた。  

 

絶望的と思われた状況でも、おそらく唯一の救いの道を知っている総統へ

の信頼だけが、帝国を存続させた。そして、ドイツがまだ戦っている限

り、優れた権力に無防備に降伏していない限り、自由を守ることができる

東西の交渉による和解の可能性がわずかに残されていた。しかし、たとえ

すべてが失われ、出口がなく、自由が失われたとしても、神話は、地球を

破壊するような闘争と、来るべき総統の避けられない犠牲の死は、遠い未

来に再生の決定的な力となりうるし、そうなるだろう。国民の魂を他の誰

よりも知っている帝国宣伝大臣は、このことを知っていた。このことが、

誕生日の演説に力と冷静さを与えた。そして、勝利した世界の敵を前にし

て、彼は英雄的な反抗心を込めて、こう締めくくったのである。 
 

あれから四十数年が経過した。武器は沈黙している。しかし、ドイツ国防

軍の降伏によって爆弾と銃の戦争は断ち切られたとしても、扇動的なプロ

パガンダの戦争は今日まで続いている。そして、それは今もなお、何より

もまずアドルフ・ヒトラーに向けられたものである。総統の地位、重要

性、天才性、権力を、死者に対するこの数十年にわたる憎悪のキャンペー

ンほど、うまく、力強く強調できるものはない。「ドイツはヒトラー、ヒ

トラーはドイツ！」というヘスの言葉の真実を、総統に対して注がれるバ

ケツの汚物ほど証明できるものはない。残虐プロパガンダへの無限の恐怖

心から生まれたこのプロパガンダは、ドイツの誇りを永遠に壊し、国家の

再生を阻止しようとする。 
 

しかし、神話は機能している。ゲッペルス博士が蒔いた種と、総統が示し

た犠牲的な死の模範が実を結んでいるのだ。ドイツの再生が始まったの

だ!そして、ドイツの敵が総統を憎み、恐れるのと同じ情熱で、我々は総

統を崇拝する。嘘と扇動の嵐の中で、私たちは背筋を伸ばして誇り高く立

ち、かつてドイツの誇り、ドイツの偉大さ、ドイツの力の再生が具現化さ
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れた総統の精神を公言している。そして、この精神に触発されて、私たち

は自由を勝ち取り、総統の闘いを勝利に導きます。 そして、誇りに満

ち、あらゆる扇動や迫害に感心することなく、私たちも宣言します。総統

は私たちにとって、常にそうであったように、私たちのヒトラーであり続

けるのだ！」と。 
 
 

リーダー・プリンシプル 
 

しかし、そのような前提条件や条件は、決して同じではありませんし、そ

の結果も同じではありません - 歴史は、まったく同じ形で繰り返されるこ

とはないのです  

 だからこそ、私たちは第三帝国のコピーに憧れることもなければ、過去

の残虐行為に言及することに感動することもないのです。  

 

第三帝国はドイツ史の一部であり、この歴史の中で最も輝かしい時代の一

つであり、その中で我々の世界観と人生観を実現するための最初の印象的

な試みがなされたのです。しかし、それは決して新秩序の実現ではなく、

当時の前提条件と条件から理解されるべき、時間に縛られた権力政治的な

試みであり、目標に到達するまでさらなる試みが続かなければならないの

です。3つの理由から、我々の闘いは、単に第三帝国の復活につながるの

ではなく、新しい、第四帝国の確立につながるのである。 

私たちの闘いの前提条件と条件は、大きく変化しました。私たちは、この
ことから結果を導き出すのです。思想や運動は進化し、失敗から学び、常
に自らの過去をコピーしようとするのではなく、未来を形作るものです。 

 

国家社会主義は、もはやドイツだけの民族運動ではなく、世界的な、人種
に縛られた革命運動である。 
 

しかし、何よりも、今日の我々の闘いは、もはや生きている例外的な人格
の旗の下にあるのではなく、思想とその権力的・政治的体現である党にの
み向けられているのである! 
 

この最後の事実は、指導者原理に対する我々の態度も決定する。我々は、

決定しなければならないのは匿名の多数派ではなく、個人の権威と責任が
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社会生活全体を形作るべきだと主張する。しかし、これは、思想と運動を

一人の人間の恣意と気まぐれに委ねることを意味するのではなく、党の組

織原理を特徴づけるだけであり、党は、思想とその指導者に、彼らが順に

思想に奉仕し実現する範囲でのみ献身している。指導者の並外れた人格の

ために、指導者が当然受けるべきものを、誰も自分のものとして主張する

ことはできないし、することもできない--その人物と思想は同一なのだこ

のことから出発して、私たちはコミュニティーの中で総統原理を実現する

のです。 
 
 
THE PARTY 
 

国家社会主義党は、我々の世界観を確信し、国家社会主義者の生活態度の

原則を自らのうちに実現し、ついにそれを体現し、革命を可能にするため

にそれに従う用意がある人々の生活と心の共同体である。このようにし

て、党の隊列の中に、3つの異なる表情を持つ新しい、国家社会主義的な

タイプの人間が出現している。 
 

自分の置かれた場所で、自分の傾きと能力に応じて、国家社会のために精

神的または肉体的に無私に働く労働者のことです。 

 

英雄的な人間像に従って、新秩序の実現のために全力を尽くして戦い、必

要ならば命を犠牲にして、新秩序を外的にも内的にも保護する政治的な兵

士である。 

 

そして、この仕事と闘争において取るべき方向を指揮するリーダーであ
り、それゆえ、自分の責任範囲内で、思想の奉仕において無限の権限を主

張することができるが、同時に、それに対して無限の個人的責任を負う者
である。 
 

労働者主義、兵士主義、指導者主義は、このように、国家社会主義者の人

間像の基礎となる倫理原則であり、党の生活に反映されるものである。労

働者は、党の同志として、従者を形成し、政治的兵士は、SAの戦闘員と

して、シュトルマブテイルングを形成し、指導者は、党の政治指導者の軍
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団を形成するのである。生活に対する戦闘的な態度の能力と傾向を示す党

員同志は、シュトルマブテイルングを形成するが、自分が肉体的または精

神的に創造的な人々の偉大な共同体の一員であると感じず、それに従って

行動しない者は、誰もこれに加わることはできない！これらは決して別の

カーストではなく、逆に、1つは他のものから出現するのだ：党員同志

は、能力的な傾向を示す。根っからの冒険家や傭兵の居場所はない。しか

し、指導的な仕事に対する能力と適性を示す政治的兵士たちは、政治的

リーダーになる。しかし、自分の命を危険にさらし、必要ならば犠牲にし

てでも、我々の目的のために戦う覚悟があることを日々証明しない者は、

我々の党のリーダーになることはできない!何よりも、 

すべての人に義務づけている法律があります：自己利益よりも共通利益が

優先されるのです 
 

だからこそ、党の同志であれ、SA戦士であれ、政治指導者であれ、われ

われ全員が、何よりもまず、フォルクスゲノセンであり、同志なのであ

る。このように、我々は共に、我々の国家社会主義党の組織を形成してい

るのである。この党は全体として、組織的な生きる意志を体現しており、

したがって、国家の政治的前衛組織である。つまり、新秩序の実現のため

の道を切り開くために戦っているのであり、その上に全民族社会が続くこ

とになる。それは、人民の同志をたゆまず教育して共同体とし、戦闘的行

動で敵対者を打ち負かすことによって、精神的・政治的指導者の役割を担

い、そのプログラムを実現することです。これは、組織された国家社会主

義者の多様な活動を束ね、それぞれのエネルギーを集中し、次々と段階的

な目標を達成できるようにするために、それぞれの活動を一つの目標に向

ける一般的な政治路線を策定することによって行われる。すべての党員

は、この党の路線に拘束される。規律ある方法で追求されるこのような路

線なしには、党の力は、無目的に消え、断片化し、それ自体が非妥協的な

討論クラブになるであろう。党が打ち出した政治闘争の一般路線は勝利の

ために不可欠であるため、反対意見を持つ党の同志は、党とともに正しい

ということはできない。党は常に正しいのだ！」。  

 

彼女は、単純な党員同志、SAの政治的兵士に関しても正しいが、党首に

至るまで、また党首を含むすべての政治的指導者に関しても正しいのであ
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る私たちは皆、新秩序の実現に向かう党のメンバーであり道具にすぎな

い。このようにしてのみ、私たちは勝利することができるのです。党の

次、あるいは上に自分を置こうとする「指導者」の居場所はない。  

 

指導者原理は、党の組織原理であり、党に関係し、党の闘争の援助として

のみみなされるものである。党が指導者の道具であるのではなく、指導者

は、他のすべての党の同志と同様に、後者がその任務を果たすまでは、党

の道具であるのだ 
 
 

LEADER OUTLOOK 
 

指導者の正しい選択は、指導者原理を有効にするための前提条件である。

党に溶け込み、党に従属する者だけが政治指導者になれることを最初から

保証しなければならない。しかし、彼らが、自分の責任領域で党の路線を

創造的かつ成功裏に実行できる人格と業績を備えた真の指導者であること

も最初から保証されなければならないのである。  

 

闘争の時代には、この必要な指導者の選別は、理論的な訓練や講座を通じ

て行われるのではなく、政治闘争の中で直接、下から上に向かって行われ

る。党指導部は、いかなる党員同志も政治指導のポストに恣意的に配置す

るのではなく、ある分野の指導的任務に適任と感じ、規律ある方法で党の

闘いに参加する意志を示した者には、自分を証明する機会が与えられま

す。そして、服従の義務に違反しない限り、実績と成功だけで、彼がいつ

まで政治指導者でいられるか、彼の権限がどこまで及ぶかが決まるのです  

 

10人の部下を自分の周りに集めることができる者は、そのリーダーとして

確認され、1000人の部下を率いることができる者はそうし、我々のために

村や町を征服できる者はその機会を与えられ、ガウで同じことを達成した

者は、そのリーダーとしても残ることになるでしょう。この原則は、すべ

てのレベル、すべてのタスクとサブディビジョン、そして党首に至るまで

適用される! 

 

このようにして、私たちの運動は、すべての同志に成長の自由を与え、す
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べての能力で党に完全に貢献し、党が与えることができるすべての支援を

受けることができる。このようにして、私たちは、ドイツを征服すること

ができる真の指導者を育成します。政治指導者は、迫害の中で自分自身を

証明することが、選抜プロセスの一部なのです。権威を持ち、責任を負

い、その結果に耐える人、模範を示して部下を導き、後ろから火の中に送

り込むようなことはしない人です。野心的な臆病者、策士、魂のない役人

などは、我々の足場を築くことはできません。なぜなら、彼は我々の仲間

内でリーダーシップを発揮するための基本要件を満たすことができないか

らです。  

 

自らの責任領域を征服し、そのためにフォロワーを獲得し、維持するこ

と。わが国では、本当に優秀な者だけが政治的リーダーになり、その地位

を維持できる。だからこそ、党はリーダー原理の助けを借りて、彼らに全

権を与える。 
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